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［2025.4.17］（一社）岐阜ファッション産業連合会のYouTubeチャンネルに撮影協力しています！お知らせ

学長　大田 康雄

インフォメーション

2026 年 5月 30日の創立 80周年に向けて、記念事業を進めています。
S-CeNCER（本学の地域連携に取り組む学生団体）では、プレ 80 周年のノベルティとしてあぶらとり紙を作成しました。
これから岐女短へ入学する女子高生の皆さんを思い浮かべて、物の選定からデザインまで学生が手掛けています。あぶらとり
紙は、オープンキャンパスや大学祭、進学ガイダンスなどで配布予定です。
　また、80 周年記念特設サイトを開設しました。OG や在学生、教職員などからの寄稿メッセージや記念事業について掲
載していきますので、ぜひご覧ください。

お知らせ

本年 4 月に学長に就任した大田です。本学は来年創立８０周年を
迎えます。激動の現代において、本学も様々に変容する社会からの
ニーズに応える必要があると同時に、社会のマクロトレンドとして
の学生人口の減少という課題にも直面しています。このような中で、
伝統ある岐阜市立女子短期大学をさらに活気にあふれ、魅力ある大
学にしていくことが私の大きな使命であり、その責任の重さを改め
て痛感している所です。
本学では令和２年に取りまとめた将来ビジョンに基づき、学科の
再編や地域密着型の課題学習やデータサイエンス科目の強化等のカ
リキュラムの編成など、大学をより一層魅力あるものにする様々な
取り組みを行って来ました。また、これらの近年の取り組みを内外
に向けて発信して理解していただくために、既に SNS や YouTube
等の様々なメディアを通じてその活動を活発にアピールを開始して
います。この『AURA（アウラ）』はそれらの広報活動を俯瞰的にま
とめた言わば岐女短のニュースレターであり、本学の持つ様々な魅
力あるポテンシャルを多角的にご理解いただくためのツールとなる
ことを期待して企画されたものです。今後もさらに充実した内容と
なる様に検討して参りますので、皆様からの積極的なご意見・ご投
稿をお待ちしています。
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国際コミュニケーション 健康栄養 デザイン環境 CeNCER
地域
連携
公式

国際コミュニケーション学科7/10

健康栄養学科では、岐阜市ねんりん
ピック推進室の依頼を受け、全国から
集まる参加者をおもてなしする「おも
てなしブース」に携わっています。 
5 月 25 日には、水泳リハーサル大会
が行われ、岐阜市シルバー人材センター
の皆様と一緒に「まめな豚汁」を、い
ぶき福祉会のお仲間と一緒に「ぎふ枝
豆ボール」をそれぞれふるまいました。 
選手の皆様から「おいしかったよ」、

「ごちそうさまでした」などの声がけを
たくさんいただきました。ありがとう
ございました！

デザイン環境学科7/1

1 年生の学外研修にてぎふ長良川鵜
飼の見学をしました！
雨模様…でしたが無事に鵜匠と鵜の
息の合った動きで魚を捕る様子を間近
で見ることができました。

健康栄養学科5/27

国際コミュニケーション学科 2 年生
の藤本彩花さんが、駐名古屋大韓民国
総領事館および日韓経済文化交流協会
主 催「韓 日 国 交 正 常 化 60 年 記 念 
2025 韓日スピーチコンテスト」にお
いて、奨励賞を受賞しました。
本コンテストは、2025 年 6 月 21 
日 ( 土 ) に愛知大学名古屋キャンパスに
て開催され、予選では原稿による審査
が行われました。
本選では内容・表現ともに高水準の
発表が揃い、参加者全体のレベルも非
常に高い中、藤本彩花さんは本学とし
て初の出場ながら、見事に入賞を果た
しました。

令和 7 年 4 月に着任いたしました佐竹直喜と申します。大学院修
了後は愛知県の公立高校で英語教員、その後 H27 年度から R6 年度
まで岐阜工業高等専門学校の教員（一般科目・英語）をさせていた
だきました。専門分野は英語教育、第二言語習得になります。高校
教師、高専教員として、生徒に英語の授業などをしながら、英語の
指導や学習者の言語習得について研究を進めてきました。学校の英
語授業と大きく関わりの持てる分野です。実践してきたことを研究
へつなげてきたというところこそが私の強みです。また本学では今
年度「検定英語演習」等も担当し、学生のみなさんの英語力ブラッシュ
アップに全力で努めます。積み上げてきた研究・教育経験を活かし、
英語指導についての実践と研究を引き続きさらに深め、授業では学
生のみなさんの英語力を最大限引き上げられるよう指導もしていき
たいと思います。よろしくお願いいたします。

国際コミュニケーション学科　准教授　佐竹 直喜

新任教員紹介


